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３．樹林地の調査 － 調査Ⅲ
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３．樹林地の調査 － 調査Ⅲ
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３．樹林地の調査 － 調査Ⅲ
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３．樹林地の調査 － 調査Ⅲ
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３．樹林地の調査 － 調査Ⅲ

Ｍ８薬剤注入木：株立主体の成木群落（20本）
Ｍ９薬剤注入木：大径木を含む成木群落（１２本）
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天空写真 －ナンキンハゼ伐採前後－

Ｍ－１ 若木群（ギャップ径１５m、隣接樹木高１５～２０ｍ）

Ｍ－３ 点在成木・密生林

Ｍ－４ 点在成木・散生林

Ｍ－５ 成木群落・谷

Ｍ－６ 成木群落・尾根

・ナンキンハゼは、他樹種に較べて透過率が高く遮光が少ない傾向にある。
・伐採後の林冠開口が大きいほど光条件が良く、再萌芽が活発になると考えられる。
・伐採後の開口は、密生林Ｍ３が小さく、散生林Ｍ４や成木群落Ｍ５､６が大きい。
・Ｍ1とＭ2の伐採後開口は近似。これはギャップ径と隣接樹木高の比率が近いことによる。

３．樹林地の調査 － 調査Ⅲ

Ｍ－２ 若木群 （ギャップ径６ｍ、隣接樹木高5～10ｍ）

・方位は、可能な範囲で北を上、東を左に近づけた。
・伐採した材を避けるため撮影位置・高さが異なるものがある。

天空写真は、伐採後及びその後の樹木生長によ
る光条件の変化を把握するために記録している。
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調査Ⅳ 伐採手法の試行調査

ナンキンハゼ成木に4種の伐採手法を試行し、萌芽再生が
少なく、作業性の良い伐採手法を見出す。効果の確認は、来
年度以降のモニタリング結果による。

３．樹林地の調査 － 調査Ⅳ

環状剥皮 6月 除草剤塗布 10月

防草シートによる被覆 10月 動物のシート剥がし修復処置1１月末

図：試行対象樹木の位置

表：試行する手法

萌芽抑制の効果 懸念される課題

通常伐採 伐採のみ 期待できない 特になし

根系被覆
伐採と防草シート
による根株被覆

日照遮蔽による効果 周辺植生への影響

除草剤塗布
伐採と根株への除
草剤塗布

根株枯殺による効果 周辺植生への影響

巻き枯らし　
環状剥皮による巻
き枯らし

ハリエンジュの研究事例に
見られる萌芽抑制効果

枯死立木の安全管理

試行の着目点
試行手法 手法の概要

表：試行対象樹木一覧

樹高
（ｍ）

幹周
（㎝）

通常伐採 根系被覆 除草剤塗布 巻き枯らし

-1 148 6.0 44 ●

-2 145 10.0 76 ●

-3 143 10.0 80 ●

-4 144 10.0 77 ●

-1 140 9.0 56 ●

-2 139 8.0 86 ●

-3 136 8.0 78 ●

-4 135 8.0 77 ●

-1 161 10.0 75 ●

-2 なし 10.0 77 ●

-3 162 9.0 47 ●

-4 132 9.0 74 ●

試行タイプ

グ
ル
ー

プ
①

グ
ル
ー

プ
②

グ
ル
ー

プ
③

番号
標識
番号

寸法
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試行の記録例 （グループ①） 6月時点

３．樹林地の調査 － 調査Ⅳ
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試行の記録例 （グループ①） 10月時点

３．樹林地の調査 － 調査Ⅳ
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